
（別記） 

令和７年度丸亀市地域農業再生協議会水田収益力強化ビジョン 

 

１ 地域の作物作付の現状、地域が抱える課題  

香川県の中央部に位置して、瀬戸内海を臨み、温暖少雨の瀬戸内式気候など恵まれた自然条件や立

地条件を有している本地域の農業は、米麦を中心に野菜、果樹、花きなどを組み合わせた複合経営を

特色としている。 

しかし、農業従事者の高齢化や減少が進んでいる状況であり、今後、環境と調和のとれた活力ある
水田農業の維持発展を図るには、農地の有効利用を図ること等が重要である。 
 
２ 高収益作物の導入や転換作物等の付加価値の向上等による収益力 

強化に向けた産地としての取組方針・目標 

 本市は農業者の高齢化等により経営規模の零細性が課題であり、水稲に麦類と野菜等園芸作物を組

み合わせて望ましい生産環境を維持しつつ、収益性の高い農業経営が営まれるよう取り組んできたと

ころである。 

 今後も水田を活用した生産性の高い産地づくりを図るため、産地交付金の助成対象となる高収益作

物を選定し、当該作物の作付けを促進することにより収益力の向上に努めていく。 

 

３ 畑地化を含めた水田の有効利用に向けた産地としての取組方針・目標  

担い手を中心に農地の集積・集約化を図り、水稲に麦類と園芸作物等の高収益作物を組み合わせ、

需要に応じた生産、販売の推進を行ってきたところである。 

実需者ニーズにあった作物を振興品目として検討するなど、引き続き麦・高収益作物等との組み合

わせによる収益性の高い農業を推進していく。 

その一方で、長年にわたり高収益作物のみを生産している水田の情報収集を行い、水稲と麦類や高

収益作物を組み合わせたローテーション体系について地域の状況を踏まえ検討を行う。畑地化につい

ては、水田機能の維持の必要性や周辺環境に与える影響など農業者の意見等を踏まえ、中長期的な視

点で検討する。 

 

４ 作物ごとの取組方針等  

 関係機関と連携し、認定農業者及び「地域計画」に位置づけられた地域の中心となる経営体を主体

に、集落営農組織の育成や法人化の推進、地域の実情を踏まえた担い手の育成を図り、次の取組を行

う。 

 

（１）主食用米 

本地域における農業の基幹作物であることから、今後は、生産者団体や生産者自らが需要の動向

等を的確に把握し、需要に応じた生産体制を確立するとともに、水田農業の構造改革を推進する。 

また、県育成水稲品種である「おいでまい」の作付けを推進するとともに、GAP、エコファーマー

の取組支援や、栽培講習会等による栽培技術の向上や肥培管理の周知・啓発を行い、食味や品質、

安全性の向上を図り、需要に見合った生産を促進する。 

 

（２）非主食用米 

 

  ア 飼料用米 



飼料自給率の向上と不作付地の解消を目的に作付拡大を推進するとともに、安定した生産・供

給が図れるよう 3年以上の複数年契約による取組を推進する。 

また、単収向上や低コスト化が見込まれる多収品種の導入については、担い手を中心に推進

方策を検討する。 

 

  イ 米粉用米 

需要に見合った安定生産が行えるよう 3年以上の複数年契約による取組を推進するとともに、

需要量の拡大を図る。 

 

 

（３）麦、大豆、飼料作物 

水稲との二毛作が可能な麦は、農地の有効活用と水稲で使用する機械施設等が利用できる等の

メリットを活かした生産コストの低減と経営規模の拡大が可能であることから、作付拡大及び品

質向上を推進する。また、県内の製粉・製麺業者からの需要がある小麦品種「さぬきの夢２００

９」等は、さぬきうどんに最適な小麦として評価が高いことから、担い手を中心に面積維持、単

収及び品質向上等の需要に応じた安定生産を目指す。 

播種時の降雨や生育時の干ばつ及び病害虫の被害により単収が減少しつつある大豆について

は、機械作業による省力化や栽培講習会を活用しての肥培管理、排水対策等の徹底を促進し、生

産拡大を図る。特に、黒大豆については、高品質化とともに作付面積の拡大により産地化を推進

する。 

飼料作物については、飼料自給率の向上のみならず、転換作物としての農地の有効活用にも寄

与しているため、作付けの維持・拡大に努める。 

今後は、麦、大豆、飼料作物の作付けについては、将来的に生産の主体と位置づける農事組合

法人への支援により、農地集積による作業効率向上を促進し、農業機械の効率的利用による省力

化・低コスト化を図り、安定的な経営の実現を目指す。 

 

 

（４）そば 

新規作付者に対し、品質向上や収量向上に向けて、肥培管理等の支援を行う。 

 

 

（５）地力増進作物 

ほ場整備後の地力回復や小麦、大豆等の連作障害回避を目的として作付けを行い、農業経営の

安定化と農業生産基盤の確保を図る。なお、地力増進作物の種類は県ビジョンに準じる。 

 

（６）高収益作物 

キャベツ、レタス、ブロッコリー、青ネギ、ナス、タマネギ、ニンニクを振興品目として、作

付けの維持・拡大を推進していくとともに、水田の機能を生かした生産性の高い産地づくりを図

る。また、令和 3年度より施設園芸作物を対象外とし、助成対象作物は露地野菜に限ることとす

る。 

 

ア レタス 

レタスは、土地の有効利用が図れる作物であることから、今後、水稲と組み合わせた水田の

高度利用を推進し、農地の有効利用を図る。また、生産者の高齢化が進む中、施設園芸作物に

比べ、初期投資が少なく、新規就農者にも取り組みやすい作物であることや、高有機肥料を使

用したブランド商品「らりるれレタス」は、需要が高いことから、さらなる作付拡大を図る。 

 

イ ブロッコリー 



ブロッコリーは、他の露地野菜に比べ、初期投資が少なく栽培方法も容易なことから、高齢

農業者や新規就農者にも取り組みやすい作物である。また、氷冷貯蔵と安定出荷が可能で、市

場評価も高く県内野菜の中心作物となっているため、作付拡大を図る。 

 

ウ 青ネギ 

青ネギは、周年栽培・周年出荷にシフトしており、大型専作農家も現れるなど、作付けは

年々増加しており、今後も引き続き作付拡大を図る。 

 

エ ニンニク 

ニンニクは、香川県産は 5月から 8月の市場占有率が高いことから露地品目の中でも収益性

が高く、収穫機械等の導入による省力化を検討することにより、安定生産と作付拡大を図る。 

 

オ タマネギ 

タマネギは、冷蔵保管により、冬場（12月～1月）の出荷が可能であり、冬季の所得確保に

寄与できる作物であることから、生産・集荷施設を利用した効率的な経営を推進し、作付けの

維持・拡大を図る。 

 

カ キャベツ 

キャベツは、土地の有効利用が図れる作物であり、水稲や麦等と組み合わせた水田の高度利

用を推進し、農地の有効利用を図る。また、生産者の高齢化が進む中、他の作物に比べ、初期

投資が少なく、新規就農者にも取組みやすい作物であることから、さらなる作付拡大を図る。 

 

キ ナス 

ナスは、他の作物に比べ、収穫期間が長く、夏場の安定的な所得確保が見込まれることか

ら、水稲に替わる作物として推進し、作付面積の拡大を図る。また、市場評価の高いものを生

産し、農業所得向上に向け、生産者部会等と連携し品質向上を図る。 

 

 

５ 作物ごとの作付予定面積等 ～ ８ 産地交付金の活用方法の明細  

別紙のとおり 



 

別紙

５　作物ごとの作付予定面積等
（単位：ha）

うち
二毛作

うち
二毛作

うち
二毛作

996.4 0.0 1,050 0.0 1,100.0 0.0

0.0 0.0 1.7 0.0 2.0 0.0

1.0 0.0 1.4 0.0 1.5 0.0

481.6 247.8 502.0 247.0 510.0 250.0

2.0 0.0 2.4 0.0 2.5 0.0

0.3 0.0 0.6 0.0 0.6 0.0

・子実用とうもろこし 0.1 0.0 0.1 0.0 0.1 0.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.5 0.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.5 0.0

85.2 14.6 93.7 18.2 108.0 20.5

・青ネギ 16.0 2.4 20.0 1.6 22.0 2.0

・レタス 6.9 4.1 10.0 6.3 12.0 6.5

・ブロッコリー 33.4 5.8 30.0 5.3 35.0 5.7

・ニンニク 3.1 0.7 6.0 1.4 8.0 1.7

・タマネギ 1.9 0.7 2.7 1.8 3.0 2.1

・キャベツ 18.3 0.8 20.0 1.6 22.0 2.0

・ナス 5.6 0.1 5.0 0.2 6.0 0.5

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

麦

作物等

前年度作付面積等
当年度の

作付予定面積等
令和８年度の

作付目標面積等

主食用米

飼料用米

米粉用米

畑地化

大豆

飼料作物

そば

地力増進作物

高収益作物



６　課題解決に向けた取組及び目標

前年度（実績）(ha) 目標値 (ha)

青ネギ （令和6年度）16.0 （令和8年度）22.0

レタス （令和6年度）6.9 （令和8年度）12.0

ブロッコリー （令和6年度）33.4 （令和8年度）35.0

ニンニク （令和6年度）3.1 （令和8年度）8.0

タマネギ （令和6年度）1.9 （令和8年度）3.0

キャベツ （令和6年度）18.3 （令和8年度）22.0

ナス （令和6年度）5.6 （令和8年度）6.0

黒大豆 （令和6年度）1.3 （令和8年度）2.5

（100％） （100％）

飼料用米 （令和6年度）0.0 （令和8年度）2.0

米粉用米 （令和6年度）1.0 （令和8年度）1.5

（100％） （100％）

※　必要に応じて、面積に加え、取組によって得られるコスト低減効果等についても目標設定してください。

※　目標期間は３年以内としてください。

2

地域野菜

品目助成

飼料用米及
び米粉用米
の作付面積
（生産性向
上の取組
率）

地域新規需
要米

生産加算

整理
番号

対象作物 使途名 目標

1

作付面積

（黒大豆の
生産性向上
の取組率）
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※
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産
地
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活
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あ
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可
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複
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あ
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ま
せ
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向
上
の
た
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の
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術
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メ
ニ
ュ
ー
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上
に
取
り
組
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こ
と

　
(1
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担
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手
（
集
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営
農
組
織
、
認
定
農
業
者
、
認
定
新
規
就
農
者
）

の
作
付
け

　
(2
)　
中
耕
培
土
の
２
回
以
上
の
実
施

　
(3
)　
子
実
等
水
分
測
定
に
よ
る
適
期
収
穫
の
実
施

　
(4
)　
畝
間
灌
水
の
実
施

　
(5
)　
病
害
虫
発
生
予
察
に
基
づ
く
効
率
的
防
除
の
実
施

　
(6
)　
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
防
除
の
実
施


